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論文内容要旨
 1まえがき
 従来は観測船,測定計器の囲難のために海底の地球物理学的調査が進まなかったが,最近の
 ElectrO月ics等の新しい技術の導入により,海底の地殻の内部構造がしだいに解明されてきた。
 ブ・トン磁力計は磁場の強さの絶対値が直接測定されることから,最近各国とも海士で使用され
 るようになった。水路部では測量船拓洋により,船舶用ブ印トン磁力計を用いて,三陸沖の日本海
 溝,痴よぴ日本海のほぼ中央に存在する大きなBank,μ大和堆〃付近の地磁気測定を行ったので,
 その結果について報告する。
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 2測定計器
 測定計器として船舶用ブ・トン磁力計を用いた,全磁力をF,ブ澱トンの歳差運動の周波数をf
とすると
F#23,4865f7
 左る式が成立するのでfを測定することにより地球磁場の全磁力の強さを知ることができる。
 またBathy憩e圭hcdataは精密音響測深儀(P.D.R)を用い,船位は・ランAを期いた。
 ・螺
 3地磁気測定および水深湖量
 当水路部ではU.M.P.の一環として昭和39年8月に三陸沖の日本海溝付近の調査を,昭和40年
 4月,5月に日本海中央部の大和堆付近の調査を,拓洋で実施した。
 前者は緯度3goの線を中心として幅100㎞,三陸海岸から経度]450の範囲を間隔5浬ごとに9本
 の測定線に沿って測定した。
 後者は経度ユ33000!E.から136030/E.,緯度36000/N.から4002D!N.までの範囲を,大和堆…
 付近は間隔5浬,その他は12浬間隔で実施した。
 4三陸沖の日本海溝の測定結果
 測定値から等磁力線図と等深線図を求め更に各測定線のTopographicProfileとそれに伴う
 Ma即etlcProfileから日本海講の地磁気異常を硯究した。
 その結果,日本海溝に伴って約5007の地磁気異常が存在し,更に日本海溝を越えたOcean
 Fioorにも地磁気異常がある事がわかった。
 5大和堆付近の測定結果
 前節と同様の方法で等磁力線磨と等深線図を求め,特に顕著なコースにつきそのTopograp鼓ic
 ProfneとMagneticProflleとを付図とした。
 その結果を要約すると水深の深い所(1,00缶n以上)の地磁気異常は範囲は概して広ぐ,強さは
 +200～+3007及び一100～一2eo7の程度で南方が+,北方が一のSignを有している事,Bank
 に伴う地磁気異常は範囲は小さく,特に大和堆東部は複雑であること,更に地磁気異常を認めない
 Ba員kもあることとうがわかった。
 6考察
 (1)賑本海溝及び大和堆付近のRegionaiな地磁気分布を求めるために,最小慮乗法により分布
 式を求めた。
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 日本海溝の場合
 F=46489.61+8.69587麗一5.5389∠λ+0,0515134∠ψ2+0.0089782淑2
 -0,0044132∠fψ∠え
 ∫ψ・一納。/n-i51p-42。7
 しλ。鷲144。00ノ
 大和唯の場合
 Fコ48602.97+940689∠ψ一4.92626淋+0.003154∠ψ㌧0,003167三3イZ2
-0.00i7877∠ψ∠∫λ
 ∫%一38。00/
 nコ瓢299p=4α57
 /λ。麗ユ35000ノ
 これらの式から分布図冷よびResidualMapを求めた。また分布麟から大和堆付近は,等磁力線
 のgrad圭entは一様であるが,罎本海溝の場合はTrencbの東側と茜側とで異なることがわかった。
 (2)日本海溝蔚よび大和堆付近について,LocalMagneticAnomalyをMagneticDipo}e
 と仮定して磁気能率,Dipoieの深さ等を計算した。
 13)以上のことから日本海溝では,海底の地殻構造が日本海溝を越えると著しく異るものと推定
 され,この海底ではモホ篇ビツチ層が浅くなっているということと密接な関係があるものと、思われ
 る。
 (4)大和堆付近の地磁気異常の特性が明かになり,海底の地殻構造について新しい知識が得られ
 た。
 その主なものは,
 1イ)大和堆,北大市雌の形は長軸が西南一北東を向き佐渡や粟島付近のBankと同様に日本海
 側の構造線西南一北東と一致しておウ,これら大和堆,北大和堆に伴う地磁気異常も西南一北東に
 向いている。このことから大和堆付近一帯の構造線も新潟沖と同様西爾一北東であると推定される。
 (嶽)大和堆,北大和堆の傾斜面に大きなscaleの地磁気異常が存在する。これは大和堆等を形
 成した火山岩が地球内部から地殻に貫入し,これが表面に噴出せず蓄積したものと考えられる。
 ←→隠岐堆に顕著な地磁気異常がみられないのは,隠岐堆を形成しているRockがmagnetlc
 な物質を含んで寿らないGraη墨teからできていると考えられる。
 伺大和堆には非常に10ca1な,かつ強い地磁気異常が存在する。これは大島,三宅島のよう
 に山全体が一様に磁化したものではない。
 また,地質,岩石の調査から大和堆はBasa墨t,Andesiteのほかに砂岩,頁岩等のSedimenta
 -ryRockも発見されておる。すなわちこれらの混合により形成されて参り,大和堆生成機構の説
 明に役立つ。
 表面にSedimentaryRockが覆っていたが,その後の火山活動に伴い,火山岩が各所に噴出した
 ものと考えられる。
 最近世界各国でプ・トン磁力計による海上磁気測量がしだいに始められつつあるが,測定間隔の
 密な精密測量は余り実施されていない。
 本論文では地殻構造上興味のある日本海溝と大和堆の精密測量が行われ,新しい事実を見出した。
 すなわち罎本海溝の場合は海底の地殻構造に,また大府雌の場合は海山の構造に新しい解釈を与
 えている。
 このような精密測量が逐次実施され,地磁気異常を鯛らかにすることは地球物理学,地質学等に
331
 新知識傭人せしめる嚇箕なく嬢漁,海麟源の麟,鵬の姪隅役立っものと薦
 する。
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論文審査要旨
 松崎卓一の論文は海上に於ける地球磁場の全磁力をブ・トン磁力計によウ測定し,その結果に基
 き海底下の地下構造を解析したものである。測定は三陸沖の日本海溝近辺及びβ本海中央部に存在
 ナる大きなBank"大和准“を中心として行われ,併せて地下構造解析の為精密音響測深儀により
 海底地形を測量し,且つ測定点の位置は・ランAにより決められた。この詳細な測定により海面下
 の地下構造に基づく地球磁気異常が見出され,それについての解析を試みたものである。
 従来,海上に於ける地球物理学的研究はその測定の困難さの為比較的行われていなかったが,こ
 こで著者は絶対値観測が可能であるブ磁トン磁力計,精密音響測深儀及び・ランAを組合せ,本邦
 に於ける地殻内部構造に関して極めて興味ある三陸沖の濤本海溝(北緯3go線を中心に煽100㎞の
 三陸海岸から東経1459線までの範囲)及び日本海大和堆周辺(1350Eから工36、50酬360Nから4003
 Nの範囲)を詳細に観測し精密なる地磁気分布図を作成した。
 著者はこの分布図を求めるに際しその観測値を最小二乗法により解析し,三陸沖日本海溝及び日
 本海大堺雌の地下構造の特質を解明した。即ち日本海溝に関してはTrenchの東側と西側に於レ・て
 等磁力線のgradlen‡が著しく異なる事が分り,このTreΩ曲を境界にして大陸的構造かE海洋的
 構造に移行する事が明瞭に説明づけられ,目.つその境界に滑って}ocaiAnomalyが分布しTr鋤
 一S玉entRegionの解明にはこの磁気的研究が有力なる手段である事を示した。
 著者は更に大和堆周辺に関してはそのRegiona1分布図から等磁力線のgradlentは～様で構造
 的には譲本海溝と異なり大きな構造上の差は認められないが,L㏄a圭Magnet呈cAnomalyが多く
 存在し,海底下浅処の地殻構造の複雑性を見笛している。これらを解析する為著者はTopographic
 ProffleとMaglletfcProf員eを月窪いDipoieを仮定し7その構麟折を 洗それらの結果によれば
 今迄傅られなかった大和准周辺の海底地殻構造の知識が得られ,即ち大流雌,北大和堆に伴う地磁
 気異常は西南一北東である事より,大和准付近の構造線は新潟沖と同様西南一北東である事が推定
 される。又,大和堆周辺に於いて地形と磁気異常との相関が必ずしも一致してし《ない事は局所的に
 火山岩の地球内部からの貫入による複雑性を説明する事が出来,地質岩石の調査から大深r雌iは
 Basalt,Andesiteの他,砂岩,頁岩等のSedi}nentRockも発見されている事と一致している。
 以上著者は従来研究の行われなかった三陸沖日本海溝及び日本海大和堆周辺の地磁気観測を行い,
 詳細なる分布図を求めその地下構造の解析を試み,興味ある結果を得た。何れも地殻物理学の発展
 に寄一与すること多大である。
 論文審査に当っては審査員全員及びこの方面の研究に興味を有する研究者の前で講演せしめ,そ
 の内容について質疑応答せしめた結果,松崎卓一提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認
 めた。
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